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新技術・情報名 ブドウ枝膨病防除薬剤の選定 分類 ①

１． 成果の内容

1)技術・情報の内容及び特徴

ブドウ枝膨病防除剤として、それぞれ休眠期、休眠期～生育初期及び

生育期に使用する効果の高い薬剤を選定した。

(1)休眠期散布剤：トップジンＭ水和剤５０倍液の１回散布は枝膨病に対し

て高い防除効果がある。

(2)休眠期～生育初期散布剤：デラン水和剤、デランＴ水和剤、キノンド

ー水和剤40、フロンサイド水和剤を３月下旬～５月中旬にかけて２～３

回散布すると、枝膨病に対して高い防除効果がある。

(3)生育期散布剤：デラン水和剤、キノンドー水和剤４０、フロンサイド水

和剤、トップジンＭ水和剤を６月上:旬～７月上旬に３回散布すると、枝

膨病に対して高い防除効果がある。

2)技術・情報の適用効果

枝膨病に効果の高い薬剤の使用により、ブドウの生産安定が可能とな

る。

3)適用範囲

●

ブドウ（特に巨峰群品種）栽培地帯

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

(1)ブドウ枝膨病に登録のあるテ・ラン水和剤及びﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ水和剤については

防除基準に登戦し、普及を図る。使用に当たっては、下記の安全使用基

準に留意する。

テ'ラン水和剤：１０００倍、収穫７５日前まで、２回以内

ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ水和剤：2000倍、開花直前～落弁期、３回以内

(2)デラン水和剤は黒とう病に対しても高い防除効果がある。．
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ブドウ枝膨病に対する各種薬剤の防除効果（休眠期～生育初期）表１
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薬剤名

②調査月日

休眠期生育初期
(3下～４上）（4中）（5中）

表２各種薬剤の防除効果（平成２年生育期）
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2．具体的データ
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注①散布月日

ﾃﾞﾗﾝ水和剤

ｷﾉﾝﾄ゙ 水ー和剤４０
ﾌﾛﾝｻｲﾄ゙ 水和剤
ﾄｯﾌ゙ ゾﾝM水和剤

無散布

注①散布月日：
②調査月日：

６月５日、２５日、７月９日
７月１９日

希釈倍数発病度

取りまとめ責任者名：梶谷裕二
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3．その他特記事項

担当部科室名：生産現境研究所病害虫部・果樹病害虫研究室

研究担当者名：梶谷裕二・山田健一・山中正博

研究課題名：ブドウ枝膨病の総合的防除技術の開発

３)薬剤防除法の確立

期間：平成元年～平成３年予算区分：地域重要新技術

既発表論文・資料名等：平成元年～３年度福岡県農業総合試験場果樹

病害虫関係試験成績書
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